
一

第
七

十

四
号
議
案
　
東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
七
十
四
号
議
案

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
四
年
二
月
十
六
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条　

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
章　

ふ
ぐ
加
工
製
品
の
取
扱
い
等
（
第
十
七
条
─
第
十
八
条
の
二
）

第
五
章　

雑
則
（
第
十
九
条
─
第
二
十
一
条
）

第
六
章　

罰
則
（
第
二
十
二
条
─
第
二
十
五
条
）

」
を
「
第
四
章　

雑
則
（
第
十
七
条
─
第
二
十
条
）

第
五
章　

罰
則
（
第
二
十
一
条
─
第
二
十
四

条
）
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
条
第
二
号
中
「
処
理
し
、
加
工
し
、
若
し
く
は
調
理
す
る
」
を
「
若
し
く
は
処
理
す
る
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　
　
　

た
だ
し
、
処
理
の
終
わ
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
を
販
売
し
、
又
は
販
売
の
用
に
供
す
る
た
め
に
貯
蔵
す
る
こ
と
を
除

く
。

　
　

第
二
条
第
四
号
及
び
第
五
条
第
一
号
中
「
第
十
条
第
一
号
及
び
第
三
号
」
を
「
第
十
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

　
　

第
十
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
す
る
。

　
　

第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
前
条
第
一
号
及
び
第
三
号
」
を
「
前
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
適
切
に
」
を
「
確
実
に
」
に
改

め
る
。

　
　

第
四
章
を
削
る
。
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二

　
　

第
五
章
中
第
十
九
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
九
条
の
二
を
第
十
八
条
と
す
る
。

　
　

第
二
十
条
第
一
項
中
第
七
号
及
び
第
八
号
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

３　

第
一
項
に
規
定
す
る
手
数
料
は
、
国
若
し
く
は
地
方
自
治
法
第
一
条
の
三
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
又
は
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
保
護
を
受
け
る
者
か
ら
申
請
が
あ
る
と
き
、
そ
の
他
知
事
に
お
い
て
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
こ
れ
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

第
二
十
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
五
章
中
第
二
十
一
条
を
第
二
十
条
と
し
、
同
章
を
第
四
章
と
す
る
。

　
　

第
六
章
中
第
二
十
二
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

　
　

第
二
十
三
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
第
四
号
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

　
　

第
二
十
四
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

　
　

第
二
十
五
条
中
「
第
二
十
二
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
号
」
に
、
「
第
二
十
三
条
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
二
十
二

条
第
一
号
及
び
第
三
号
」
に
、
「
第
二
十
四
条
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

　
　

第
六
章
を
第
五
章
と
す
る
。

第
二
条　

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

目
次
中
「
ふ
ぐ
調
理
師
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
」
に
改
め
る
。

　
　

第
一
条
及
び
第
二
条
第
三
号
中
「
ふ
ぐ
調
理
師
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
」
に
改
め
る
。

　
　

「
第
二
章　

ふ
ぐ
調
理
師
」
を
「
第
二
章　

ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
」
に
改
め
る
。

　
　

第
三
条
中
「
ふ
ぐ
調
理
師
の
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
の
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
ふ
ぐ
調
理
師
試
験
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
試
験
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
」
を
「
地
域
保

健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
」
に
改
め
る
。

　
　

第
四
条
中
「
ふ
ぐ
調
理
師
試
験
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
試
験
」
に
、
「
ふ
ぐ
調
理
師
と
し
て
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
と
し
て
」
に
改
め



三

第
七

十

四
号
議
案
　
東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

る
。

　
　

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

第
五
条　

削
除

　
　

第
六
条
第
四
号
中
「
第
九
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
九
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

　
　

第
七
条
第
一
項
中
「
ふ
ぐ
調
理
師
免
許
証
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
免
許
証
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
ふ
ぐ
調

理
師
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
」
に
改
め
る
。

　
　

第
八
条
中
「
ふ
ぐ
調
理
師
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
」
に
改
め
る
。

　
　

第
九
条
第
一
項
中
「
ふ
ぐ
調
理
師
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
」
に
改
め
、
同
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二

号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
ふ
ぐ
調
理
師
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
」
に
改
め
る
。

　
　

第
十
条
、
第
十
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
十
二
条
第
二
号
、
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
の
規
定
中
「
ふ
ぐ

調
理
師
」
を
「
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
」
に
改
め
る
。

　
　

第
十
九
条
第
三
項
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三

条
の
免
許
（
以
下
「
旧
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
（
以
下

「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
免
許
（
以
下
「
新
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

３　

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
旧
条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
ふ
ぐ
調
理
師
試
験
に
合
格
し
て
い
る
者
は
、
新
条
例
第
四
条

の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
試
験
に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。



四

４　

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
旧
条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
免
許
に
係
る
ふ
ぐ
調
理
師
免
許
証
は
、
新
免

許
に
係
る
ふ
ぐ
取
扱
責
任
者
免
許
証
と
み
な
す
。

５　

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
条
例
の
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
新
条
例

の
相
当
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

６　

こ
の
条
例
（
第
二
条
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

（
提
案
理
由
）

　

東
京
都
食
品
安
全
審
議
会
答
申
に
基
づ
き
、
ふ
ぐ
調
理
師
免
許
制
度
を
見
直
す
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
。


